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は じめに
こ の報告書は､ 200 2- 2003 年度にわたっ て実施された千葉大学大学院社会文化科学研究科研究プ
ロ ジ ェ クト ｢2 0世紀文学 ･ 芸術 ･ 思想の諸問題とその 位相+ の 成果を報告す るもの である｡
こ の研究プロ ジ ェ クトには教員8名､ 学生9名が参加し､ 学生を中心に研究会などを重ねながら活
動を進めて きたが､ 本報告書には ､ 5名の学生による論考を収めることに した｡
本研究プロ ジ ェ クトの テ - マ ｢20世紀文学 ･ 芸術 ･ 思想の諸問題とその 位相+ は, いかにも荘漠と
した印象を与える こ とは否めない ｡ ただ私たちの意図として は ､ 研究対象をことさらに局限せず､ 20
世紀の 文化 (文学･ 芸術 ･ 思想等) を総体として とらえる見地を積極的に打ち出したか っ たの である｡
20世紀は , それまでの い かなる世紀にもまして ､ 文学 ･ 芸術 ･ 思想上の諸潮流や諸傾向がそれぞれに
独自の 理念やス ロ - ガンを輩々 しく掲げて ､ めまぐるしく生起したことを特徴とするが､ 20世紀の文
学や文化は総体として , 旧来のパ ラダイムを根底から揺るがし､ それを変換させたと考えられるから
である｡ 本研究プロ ジ ェ クトは､ こうした 20 世紀の 文学 ･ 芸術 ･ 思想が提.起した諸問題を多面的に
考察し､ また前世紀までの その源流や萌芽的事象などにも注目しながら､ その 歴史的､ 文化史的位相
を考究することをめざしたので あっ た｡
とはいえ､ 私たちの力量に も自ずと限界があるなかで ､ そ のような意図やねらいがどの程度まで実
現できたか につ いて は､ 率直に申して心もとない気もする｡ 本研究プロ ジェ クト参加者たちが､ この
2 年間の研究成果を土台に して ､ それぞれ個人としても , また共同研究というか たちででも今後さら
に研究を広げ, 深化させて いくこ とを期待したいと思う｡
最後に､ 本研究プロ ジ ェ クトの参加者名を記 しておく｡
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